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ははじじめめにに  

 

本本書書のの目目的的  

本書は、�治体1が市民2と協働で�う生物�査�以後「市民参加生き物�査」と呼びます�

について、その実�・活用の仕方を��するものです。 

�治体において、生物多様性の確保に結び付くみどりのまちづくりに的確に取り組んでい

く必�があるとされる中、市民参加生き物�査を�じて地域の動植物の生息・生�状況に�

する情報をどのように収�し、その結果をどのように活用できるか��することで、取組の

推�を支援することをねらいとしています。 

 

 

本本書書のの対対象象  

本書は、主として緑地の保全・創出に携わる公園緑地�局等の�政担当�が、市民参加生

き物�査のコーディネート役�プランナー�として�市の生物多様性の確保に取り組む�の

手引きとなることを念�に作成しています。 

その一方で、市民参加生き物�査は、�査��プレイヤー�である市民や、専�的�地から

助�を�う有���アドバイザー�等、地域のまちづくりや緑地保全に�わる多様な主体が

参画し、それぞれの役割を果たすことによって��に乗る取組です。そのため、市民参加生

き物�査に�わる�政担当�以外の方も参�書として活用できるものとしました。 

また、全体を�して、生物に�しくない方にも�みやすいよう留意して作成しました。 

 

 

                            
1 本書における「�治体」は、主に市町村と東京�特別区を指しています。 
2 本書における「市民」は、地域社会を構成する構成員という広�の意味で用いており、�治体を居住の場とす

る個人のほか、勤務の場とする個人や団体を含んでいます。 
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本本書書のの全全体体構構成成  

本書�ガイド本体�は、次の3章で構成されています。 

 第�章 基礎� 

導入として、市民参加生き物�査や生物多様性についての基本的な�え方を整理してい

ます。 

 第�章 実�� 

実�の市民参加生き物�査に取り組む�に参�となるよう、�画立案から�査実施、結

果のとりまとめ・公�に�る一�の手�に沿って、方法を��しています。 

 第�章 活用� 

市民参加生き物�査で得られた結果をみどりのまちづくりへ活用する�の参�となる

よう、�政�画の目標�定や緑地保全施策に反映させる手�について��しています。 

 

第1�3章では、本文の理�を深め取組を�める上での手助けとなる情報として「事例紹介」、

「ヒント」、「コラム」を�所に掲�しています。また、�料�では、ガイド本体に��して

参�となる情報を��しています。 

 

加えて、付���約版�では、本書の�点をコンパクトに整理しています。 
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【事例紹介、ヒント、コラムについて】 

事事

例例

紹紹

介介  

既に市民参加生き物�査を実施し

ている�治体の取組について紹介し

ています。本文のみでは十分に�明

することが�しい、各�治体の特性

に応じた工夫や、具体的な取組内容

を掲�しています。 

 

※事例紹介では、�治体名ととも

に、�市�模の目安となるものと

して人口�増減を含む�と世帯数

を�しています。 

ヒヒ

ンン

トト  

取組の各段�において生じうるつまずきへの�決の手がかりや、取組をスムー

ズに�めるためのひと工夫など、取組上の���決に役立つ「�α」の情報を紹

介しています。 

ココ

ララ

ムム  

知っておくと�い知�や、

民�企業ならではの工夫ある

取組などを参�情報として紹

介しています。 
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なお、市民参加生き物�査には、どこにでも�用できるただ一つの取組の方法があるわけ

ではありません。生物多様性の確保に結び付くみどりのまちづくりという大きな目標は共�

していても、各地域の�かれている状況が異なるため、市民参加生き物�査の実�・活用の

�程における取組のかたちは�治体によって�ってきます。 

そのため、本書は、市民参加生き物�査を効果的に実�・活用する�のポイントについて

全国の�治体における先�事例等をもとに網�的に整理していますが、特定の方法を�した

ものではありません。これら先�事例においても、それぞれの地域の�然や市民の�心の程

度などに応じて、市民参加生き物�査の目的や方法は異なっています。単に他の事例を�呑

みにするのではなくヒントとして参照しつつ、�らの地域の特性を再��し、地域に合った

市民参加生き物�査の枠組みを構築していくために、本書を活用いただきたいと思います。 

また、市民参加生き物�査には、地域の�力を再発�し、��なみどりを次世代へ引き継

ぐためのきっかけとなる可�性もあります。そのため、生物�査の手引きとしてのみならず、

地域への愛着を�む活動につなげることも探りながら�んでいただくことを期待していま

す。
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市民参加生き物調査の考え方を知ろう 

    基基  礎礎  編編        

 

1.1  なぜ自治体で「市民参加生き物調査」に取り組むのか 

1.2  都市の生物多様性の重要性  

1.2.1  生物多様性とは 

1.2.2  なぜ生物多様性が重要か 

1.2.3  都市における生物多様性の確保の重要性 

1.2.4  「都市の生物多様性指標」と本書の位置づけ 

1.3  市民参加生き物調査の基本的な考え方 

1.3.1  市民参加生き物調査とは 

1.3.2  市民参加生き物調査の目的 

1.3.3  市民参加生き物調査の特徴 

  




